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３１回 実技１ 問５（１） ９点
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初期時刻に朝鮮半島西岸にある低気圧を「低気圧A」と呼ぶ。
低気圧Aに伴う前線が通過する際の5日0時(4日15UTC)～９時(00UTC)の防災に関係する事項について以下の問いに
答えよ。鹿児島地方気象台が4日夜に発表した府県気象情報の一部を抜粋した次の文章の空欄(①)～(⑨)に入る適切
な語句を記入せよ。

前線を伴った低気圧が発達しながら日本海を進み，寒冷前線が県内を通過するため，これから5日の明け方にかけて
(南)寄りの風後(西)寄りの風が共に15m/s を超える(強い)風となり，海上では波の高さが4mを超える(しけ)となる見込み
で船舶は(高波)に注意が必要です。また，5日の明け方から早朝にかけて大気の状態が(不安定)となり，(落雷)，
(突風)，(短時間強雨)のおそれがあり注意が必要です。

＜ポイント＞
・鹿児島地方気象台発表となっているが、ピタリと相当する図がない。市来のプロファイラを用いる。
・４日夜～５日明け方（３時～６時）の様子とすると、プロファイラで下層風の様子がわかる。

・寒冷前線の通過なので、南よりから西よりの風への変化が想定できる。
・風の強さの定義は、やや強い10m/s~ 強い15m/s~ 非常に強い20m/s~ 猛烈な30m/s~
・波高の定義は、しけ4m~ 大しけ6m~ 猛烈にしける9m~
・しけの時の船舶は、「高波」に注意
・「積乱雲は、落胆と」で覚える。 落雷、短時間強雨、突風
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図1によると，日本の南海上と東北地方に高気圧があって本州を覆っており，黄海から華中にかけて停滞前線が伸びている。
前線上の黄河下流にある低気圧には(海上強風)警報が，また黄海から東シナ海にかけては(海上濃霧)警報が発表されて
いる。(海上強風)警報は海上で風速が34ノット以上48ノット未満となっているとき，(海上濃霧)警報は海上の視程が瀬戸
内海を除きおおむね(500)m以下となっているときに発表される。これらの警報は，24時間以内に同様な状況になると予想
される場合にも発表される。図2(上)では，この低気圧に対応してこれより約7度(西)側の東経(111(112))度付近に
(正渦度)の極大値が解析されており，図2(下)の850hPaではこの低気圧の進行方向前面で(暖気移流)が顕著であり，
700hPa ではその領域に強い(上昇流)が解析されている。

＜ポイント＞
・地上低気圧は、東経118°付近なので7°西にある+150の正渦度極大値が対応する。

・850hPaでは、等温線を横切って暖気側から風が吹いているので暖気移流である。

上昇流域

暖気移流
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九州南西海上の台風第XX 号に関して(海上台風)警報が発表されている。中心付近の最大風速は(85)ノット，風速30 
ノット(15m/s) 以上の半径は南東側で(200)海里，北西側で(180)海里であり，台風の強さの階級分けでは
(非常に強い)台風となっている。この台風は18ノットの速さで北北東へ進んでおり，九州南部は強風域に入っている。九州
各地の天気は(しゅう雨)となっており，前3時間の気圧下降量の最大値は(5.8)hPa，その地点の気圧変化傾向は
(上昇後下降)である。

＜ポイント＞
・ELSEWHERE は、直訳は「その他の場所」だが、片方が南東と示されているので、その反対側である北西を意味する。
・強さの階級
強い 33m/s~ 64KT~
非常に強い44m/s~ 85KT~
猛烈な 54m/s~ 105KT~

・鹿児島の-58が変化量最大。 は、上昇後下降(3時間前より低い)。 は、上昇後下降(3時間前より高い)。
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竜巻の発生に関して，気象庁が発表する情報等について述べた次の文章の空欄(①)～(③)の中に適切な語句を記入せよ。

竜巻などの激しい突風に対する気象情報は，発生までのリードタイムに応じて段階的に発表される。まず，半日～1日程度
前には(気象)情報で「竜巻などの激しい突風のおそれ」と明記して注意を呼びかける。次に，数時間前には(雷)注意報でも
「竜巻」と明記して特段の注意を呼びかける。さらに，ドップラーレーダーによる観測等から突風発生の可能性が高いと判断さ
れたときには(竜巻注意)情報を発表して，今まさに，竜巻，ダウンバースト等の激しい突風が発生しやすい気象状況である
ことを知らせる。(竜巻注意)情報の有効期間は発表から1時間となっている。

＜ポイント＞
・「気象情報」⇒「雷注意報」⇒「竜巻注意情報」
・有効期間 １時間



24時間後
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図1は12日21時(12UTC)の地上天気図である。これを用いて，次の文章の空欄(①)～(⑫)に入る適切な語句または数
値を記入せよ。なお，⑧は5ノット刻みの数値とする。
日本の南には中心気圧(970)hPa，中心付近の最大風速(65)ノットの台風第XX号が(北東)に(35)ノットで進んでおり，
この台風に関して(海上台風)警報が発表されている。一方，台風の進行方向には北海道の南東海上に中心を持つ高気
圧があって(東南東)に(10)ノットで移動している。台風は今後24時間後も引き続き(北東)に進む予想となっている。ただし，
台風が13日21時(12UTC)に予報円の中心に進んだ場合，その間の平均速度は約(25)ノットであり，今後(減)速すると
予想されている。また，関東の東から奄美大島の東にかけての海域には(海上強風)警報が，日本海には(海上濃霧)警報
が発表されている。なお，黄海の低気圧について海上警報は発表されておらず，この低気圧に伴う風は，今後(24)時間以
内に(海上強風)警報の発表基準に至らない見込みである。

＜ポイント＞
・高気圧の進行方向は、「南東」と言うには少し上向きなので「東南東」。
・24時間後は131200UTCである。東経140°の北緯40°～30°の距離を図面上で測定。これが600海里。
台風の進行距離も概ねこの距離に等しい。故に 600÷24 = 25 NM/h = 25KT
初期時刻には35KTなので減速することになる。

・海上警報の発表がないということは、今後24時間以内に警報発表レベルにならない事を意味する。
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高知市では13日午前中に降り出した雨が強まり，14時に(流域)雨量指数が(洪水注意)報の発表基準に達し，続いて
16時に(土壌)雨量指数が(大雨注意)報の発表基準に達した。一方，13日17時と18時に(前3時間)降水量が平地の大
雨および洪水注意報の発表基準を超えたが，(前1時間)降水量はどちらの基準にも達しなかった。(流域)雨量指数は，流
域に降った雨が河川に流出する量を見積もり，さらに，河川の上流域に降った雨が時間をかけて流下してくる過程を考慮し
て降水による洪水災害の危険性を評価する指数である。(土壌)雨量指数は，降った雨が地中に浸透して滞留する量を見
積もって降水による(土砂)災害の危険性を評価する指数である。どちらの雨量指数も，これまでに降った雨量としては(解析) 
雨量，今後の予想雨量としては(降水短時間)予報を使用して計算している。

＜ポイント＞
・指定された時刻の各数値を確認し、基準を超えているところに注目。
１４時は、流域雨量指数のみ超えている。１６時には新たに土壌雨量指数が超える。
１７～１８時は、前３時間雨量が超える。

・流域雨量指数:洪水
・土壌雨量指数:土砂災害

・解析雨量は、降った実績。近未来の予想は、降水短時間予報を用いる。
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図1によると，沖縄の西に前線を伴った低気圧があり，東北東に(20)ノットで進んでいる。図3の850hPaでは⾧江下流にこ
れに対応した(低圧)部が解析されており，500hPaでは，北緯30度，東経(110)度付近に気圧の谷が解析できる。この
低気圧に関しては，今後24時間以内に最大風速が(34)ノット以上，48ノット未満となることを予想して，(海上強風)警
報が発表されている。図2によると，華南から日本列島にかけて幅広い雲域があり，その北縁には，流れの方向と交差する
縞模様の雲列で構成されジェット気流に沿って発現するとされる(トランスバースライン)が東西に伸びている。図3の500hPaに
おいても，華南から西日本にかけて最大風速が100ノットの強風帯が観測されている。この強風帯は南北の蛇行が(小さ)い。
850hPaでは，500hPaの強風帯に対応して華南から東シナ海にかけて等温線が込んでおり，網かけで表示された湿数
(3)℃以下の領域が広がっている。

＜ポイント＞
・850hPaにおいて低気圧Ｌの文字もあるが（ ）部とくれば「低圧部」である。
・「GW」:34~48KT
・湿数を示した図では、湿数３℃以下を湿潤域としてハッチングする。

低圧部

地上Ｌ位置
等温線が込んでいる



850hPa気温・風700hPa鉛直流 500hPa高度・渦度

図5，6を用いて24時間後の低気圧の状況について述べた次の文章の空欄(①)～(⑦)に入る適切な語句または数値を記
入せよ。なお，⑤の数値は5度刻みとする。

図5(上)によると，東海道沖にある低気圧の前面では，850hPaで等温線を横切るように40ノット以上の南よりの風が吹い

地上Ｌ位置

上昇流域

下降流域

トラフ
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図5(上)によると，東海道沖にある低気圧の前面では，850hPaで等温線を横切るように40ノット以上の南よりの風が吹い
て強い(暖気)移流が予想され，700hPaで強い(上昇)流が予想されている。一方，低気圧の後面では，850hPaで北西
～西の風が30ノット以上と強く，強い(寒気)移流が予想され，700hPaでは黄海，東シナ海などで(下降)流が予想されて
いる。図6によると，500hPaでは北緯30～35度，東経(125)度付近にトラフがあり，地上と500hPaの間では，気圧の
谷の軸が高度とともに(西)に傾いている。これらの状況はこの低気圧が(発達)期にあることを示している。

＜ポイント＞
・発達中の低気圧の典型。

・前面 暖気移流、上昇流
・後面 寒気移流、下降流
・気圧の谷の軸が西に傾いている

・500hPaトラフは、+221の渦度極大値を目安にする。５°刻みなので125°となる。



初期時刻(2日9時) １２時間後(2日21時) ２４時間後(3日9時)

３６時間後(3日21時) ４８時間後(4日9時)

伊豆諸島の南を通過

関東の東海上
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2日17時に発表された東京地方の大雪に関する府県気象情報の抜粋である。図1，図4～8のうちの地上予想図および表
1を用いて，この府県気象情報の空欄(①)～(⑧)に入る適切な語句または数値を記入せよ。

東シナ海には前線を伴った発達中の低気圧があって東北東に進んでおり，明日3日の日中には伊豆諸島の(南)海上を通
過して，夜には関東の(東)海上に達する見込みです。このため，東京地方では，明日明け方から夜のはじめ頃にかけて
降雪が続く見込みです。また，東京地方の山間部を中心に大雪となるおそれがあり，東京地方の(平野)部でも積雪が5cm 
を超える大雪となる見込みです。雪による(交通)障害，電線や樹木への(着雪)，農業施設の被害などに注意して下さい。
東京地方では，4 日朝には天気は回復して，良く晴れて気温が(低下し)，最低気温は都心でも(0)℃近くになる見込み
です。積雪のある所では路面の(凍結)による(交通)障害等に注意してください。

＜ポイント＞
・問題文が実時刻で書かれてあるので、XX時間後との対応を間違えないように注意。
・XX時間後と実時刻の対応を予めどこかに記述しておくと慌てなくてよいです。

・３日の日中は、２４時間後の図から６時間ほど。故に伊豆諸島の南を通過していることになります。
・３日の夜は、３６時間後を見ればよいので、関東の東海上となります。
・明け方～夜のはじめ頃 とは、３時～１８時になります。
予報用語で、明け方＝３～６時、夜のはじめ頃＝１８～２１時

・関東地方の場合、山間部、平野部、沿岸部などの区分が考えられますが、降雪の場合、山間部に対しては平野部が
妥当と思います。

・降雪に関する常套句ですが、「交通障害」、「着雪」、「凍結」などは記憶しましょう。



図1 地上天気図 図2 赤外画像 図3(下) 850hPa気温・風700hPa鉛直流

図3(上)500hPa高度・渦度

図4 父島状態曲線

晴天域北縁

晴天域北縁

5880m

雲域 雲域

乾燥
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図1は地上天気図，図2は気象衛星赤外画像，図3は高層解析図，図4は父島の状態曲線であり，いずれも14日21 
時(12UTC) のものである。これらを用いて，次の文章の空欄(①)～(⑫)に入る適切な語句または数値を記入せよ。
なお，⑨については50hPa刻みの値とする。
図1によると，中国東北区には前線を伴った低気圧があって東北東に進んでおり，日本海には(海上濃霧)警報が発表され
ている。温暖前線に近い秋田では，前1時間に(止み間)のない(弱)い雨が降っている。また，寒冷前線が朝鮮半島，黄海
を経て華中に伸びている。図2によると，この前線に沿って(積乱(対流))雲で構成された(団塊)状の雲が並んでいる。図
3(下)によると，この雲域に対応して700hPaで絶対値が最大(61)hPa/hの(上昇)流と，850hPaで最大(50)ノットの南
西風が解析されている。図1および図2によると，日本の南には広大な晴天域を伴った太平洋高気圧があってほとんど停滞し
ている。図4によると，高気圧の中心に近い父島では(800)hPa付近に逆転層があり，その上層での湿数はきわめて(大き) 
く，活発な(対流)活動は起こりにくい。また，図2で見られるこの高気圧に伴う晴天域の北縁と，図3(上)の(5880)mの等
高度線は，ほぼ一致している。

＜ポイント＞
・止み間の有無、弱・並・強の区別をしっかり記憶すること。
・１０種運形で答えろとなっていないので「対流雲」でもよい。塊になっている雲は団塊状と表現する。
その他には、「筋状」、「帯状」、「ベール状」、「コンマ状」、「半月状」、「弧状」などの表現がある。



地上天気図 500hPa天気図 850hPa天気図

赤外画像

地上前線位置

0℃等温線

短離岸距離

灰色のため雲頂が低い

３４回 実技２ 問１（１） １０点
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地上天気図によると，秋田沖に中心気圧(922)hPaの低気圧があり(東北東)に15ノットで進んでいる。この低気圧について
は，(海上暴風)警報が発表されており，南西側900海里以内，北東側400海里以内では，30ノットから50ノットの強い
風が吹いている。また，三陸沖には前線を伴った別の低気圧があって，北東に(35)ノットで進んでいる。500hPa天気図によ
ると，日本付近をトラフが通過中で，輪島(石川県)では気温(-36.5)℃を観測している。地上の低気圧の西側となるウラジ
オストク付近には(5220)mの等高度線が閉じた低気圧がある。850hPa天気図によると，秋田沖には低気圧があり，本州
から三陸沖にかけて等温線が込んでいる。三陸沖にある地上の低気圧に伴う前線は，低気圧の近くでは850hPaの(0)℃の
等温線の近くを通っている。気象衛星赤外画像によると，日本海中部と三陸沖の低気圧付近には，低気圧が発達中であ
ることを示す雲域が見られる。ボッ海・黄海や日本海西部では，寒気の吹き出しに伴う雲頂高度の(低)い筋状の雲域が広く
見られる。これらの雲域は大陸からの離岸距離が(短)いことから，下層寒気が(強)いことが分かる。

＜ポイント＞
・赤外画像で灰色は、輝度温度が高く背の低い雲。
・離岸距離が短いということは、寒気が強く低温であるため海上に出てすぐ雲を形成する。


